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研究成果の概要（和文）：運動によるエネルギー代謝改善メカニズムを解明することを目的とした。本研究課題
では、運動によって骨格筋から生理活性物質EXPM1が分泌されること、さらにEXPM1が白色脂肪組織を褐色化（よ
りエネルギーを燃焼する脂肪に変化）することによって、全身のエネルギー代謝を高めることを明らかにした。
また、サルコペニアの病態ではEXPM1の分泌量が低下し、全身のエネルギー代謝が低下することを明らかにし、
加齢によってエネルギー代謝が低下するメカニズムも解明することが出来た。

研究成果の概要（英文）：Our research efforts aimed at elucidating the mechanisms through which 
exercise improves energy metabolism. During the course of our research to address the current 
research theme, we have clarified that EMPM1, a physiologically active substance, is secreted from 
skeletal muscle during exercise; that EXPM1 promotes white-to-brown adipose tissue conversion 
thereby elevating whole-body energy metabolism; and, further, that whole-body metabolism declines in
 sarcopenic states, with decreased secretion of EMPMI, thus elucidating the mechanisms through which
 energy metabolism declines with aging. 

研究分野：代謝学

キーワード： 運動代謝学　マイオカイン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
運動は生活習慣病の予防法、治療法として極めて重要な役割を果たすにも関わらず、運動によるエネルギー代謝
改善作用、さらに健康長寿促進メカニズムの詳細は明らかになっていない。今回、新たに同定することに成功し
たEXPM1は、運動刺激により筋肉から血中に分泌され、全身の基礎代謝量を増加させることが明らかになった。
本研究課題によって得られた成果は、今後、運動模倣薬の視点から代謝性疾患治療薬開発への道を切り開き、医
療経済的にも貢献をもたらす可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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岩部　真人、岩部　美紀、山内　敏正、門脇　孝

岩部　真人、岩部　美紀、山内　敏正、門脇　孝

岩部　真人、岩部　美紀、山内　敏正、門脇　孝

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ２．出版社

 ２．出版社

科学評論社

医歯薬出版
 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

【臓器連関による代謝制御と生体機能調節】「運動模倣シグナルによるエネルギー代謝調節メカニズム」
内分泌・糖尿病・代謝内科

【AMPキナーゼと医学】「肥満・糖尿病の創薬ターゲットとしてのAMPキナーゼ」医学のあゆみ

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

【臓器連環による生体恒常性の破綻と疾患　すべての医学者・生命科学者に捧ぐ】(第3章）臓器連環によ
る生体の動的恒常性　生理活性物質が繋ぐ臓器連環　「脂肪細胞産生分子がつなぐ臓器連環と動的恒常
性」 実験医学

【免疫・炎症性疾患の病態の理解と治療への展開】 「糖尿病 免疫・炎症病態×治療Update」

岩部　真人、山内　敏正、岩部　美紀、門脇　孝



2020年

2018年

2019年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

96

132

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

共同研究相手国 相手方研究機関

98（171-175）科学評論社

北隆館

最新医学社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

岩部　美紀、岩部　真人、山内　敏正、門脇　孝

岩部　真人、山内　敏正、岩部　美紀、門脇　孝

岩部　真人、山内　敏正、岩部　美紀、門脇　孝
 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

 ４．発行年

【超・超高齢社会における健康長寿実現に向けて】「アディポネクチン・AdipoR活性化と健康長寿」 糖尿
病・内分泌代謝科

【肥満症update】 アディポカインに関する新知見(解説/特集)

【肥満症の病態と治療の最前線】 肥満症の病態　肥満症とアディポカイン(解説/特集)

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名


